
木

曽

義

仲

受

難

の

選

択

―
―

「人
質

。
清
水
冠
者
の
派
遣
」
―
―

は

じ

め

に

頼
朝
と
義
仲
に
は
共
通
の
叔
父
行
家
の
去
就
に
言
い
掛
か
り
を

つ
け
て
、
信
濃
の
義
仲
か
ら

「嫡
男

・
清
水
冠
者
」
を
、
「意
趣
な
き

証
し
の
人
質
」
と
し
て
提
供
さ
せ
た
の
は
、
鎌
倉
の
頼
朝
で
あ

っ
た
。
義
仲
の
勢
力
進
展
期
に
仕
掛
け
ら
れ
た
こ
の
事
件
は
、
義
仲
の
出

鼻
を
挫
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
後
々
の
二
人
の
力
関
係
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
大
き
な
代
償
を
払

っ
て
も
義
仲
が
行
家
を
遠

ざ
け
な
か

っ
た
真
の
原
因
は
何
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

口
実
を
設
け
て
近
親
憎
悪
と
い
う
因
縁
の
古
い
糸
を
再
び
紡
ぎ
出
し
て
、
同
族
に
圧
迫
を
加
え
た
の
は
鎌
倉
の
頼
朝
で
あ
り
、
因
縁
の

古
い
糸
に
揚
め
捕
ら
れ
た
の
は
、
同
族
と
の
確
執
を
逃
れ
て
信
濃
に
人
と
な

っ
た
は
ず
の
義
仲
で
あ

っ
た
。
義
仲
に
は
明
ら
か
に
受
難
で

あ

っ
た
。
よ

っ
て
延
慶
本
平
家
物
語
は
こ
の
事
件
を
、
「兵
衛
佐
、
本
曽
と
不
和
」
と
呼
ん
で
い
る
。

事
件
発
生
の
正
確
な
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
物
語
は
こ
の
確
執
の
時
期
を
、
寿
永
二
年

（
一
一
△

こ

春
の
事
に
設
定
し
、
源
氏
と

平
家

一
門
と
の
対
決
と
い
う
大
状
況
の
中
に
織
り
込
ん
で
い
る
。
コ
ロ妻
鏡
』
は
寿
永
二
年
記
事
を
欠
く
が
、
前
後
の
年
に
こ
の
事
件

ヘ
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の
言
及
は
な
い
の
で
、
コ
ロ妻
鏡
』
に
も
、
寿
永
二
年
の
出
来
事
と
し
て
記
事
の
あ

っ
た
も
の
と
判
じ
て
お
く
。
寿
永
二
年
は
後
に
疑
点

も
発
生
す
る
が
、　
一
応
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

そ
の
寿
永
二
年
の
正
月
行
事
は
、
平
家
が
都
で
新
年
を
祝

っ
た
最
後
の
節
会
と
な
る
。
二
月
二

一
日

（物
語
で
は

一
日
）
に
、
こ
の
年

六
歳
を
迎
え
た
当
今

（安
徳
天
皇
）
が
、
祖
父
の
法
皇

（後
白
河
院
）
の
蓮
華
王
院
御
所
に
朝
現
行
幸
し
、
こ
の
対
面
も
結
果
的
に
両
人
の

最
後
の
対
面
と
な
る
。
三
月
に
平
家
軍
は
北
陸
路
に
義
仲
追
討
の
兵
を
派
遣
し
、
宗
盛
は
従

一
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
。

延
慶
本
で
は
第
三
末
の
七

「兵
衛
佐
、
木
曽
卜
不
和

二
成
ル
事
」
と
し
て
、
物
語
に
組
み
込
ま
れ
る
。
本
文
形
成
に
つ
い
て
佐
々
木
紀

一
氏
は
年
代
記

『皇
代
暦
』
と
、
語
り
本
及
び
四
部
合
戦
状
本
、
延
慶
本
の
本
文
と
の
先
後
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
が
、
論
証
に
足
る
だ

け
の
資
料
を
欠
く
電

物
語
本
文
に
比
し
て

『皇
代
暦
』
は
簡
略
で
、　
一
部
に
文
字
遣
い
の
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
コ
三
代
暦
』
あ
る

い
は
そ
の
史
料
が
、
平
家
本
文
を
遡
る
と
い
う
立
証
は
む

つ
か
し
い
。
よ

っ
て
本
稿
は
こ
の
問
題
に
は
深
入
り
し
な
い
。

物
語
の
場
面
構
成

最
初
に
把
握
し
て
お
き
た
い
の
は
、
物
語
に
お
け
る
こ
の
章
の
場
面
構
成
で
あ
る
。
物
語
は
出
来
事
の
展
開
に
従

っ
て
次
の
十
場
面
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一　

頼
朝
と
義
仲
の
不
和
の
原
因
―
―
行
家
が
頼
朝
に
墨
俣
合
戦
の
功
績
を
理
由
に
、
所
領
を
所
望
す
る
が
断
ら
れ
た
た
め
に
、
義

仲
の
元
に
走
る
。

一
一　
頼
朝
が
、
行
家
を
近
づ
け
た
義
仲
の
頼
朝
攻
撃
を
懸
念
し
、
先
手
攻
略
を
企
む
矢
先
に
、
甲
斐
源
氏
武
田
信
光
が
頼
朝
に
義
仲

設
言
を
吹
き
込
む
。
頼
朝
出
陣
。
『陸
奥
話
記
』
の
先
例
。

土

一一　
義
仲
、
越
後
と
信
濃
の
国
境

・
関
山
に
布
陣
し
対
戦
の
構
え
。



四
　
頼
朝
、
天
野
藤
内
遠
景
に
雑
色
足
立
新
三
郎
清
経
を
添
え
て
使
者
と
し
、
和
平
案
と
し
て
子
息

一
人
を
要
求
す
る
。

＊
五
　
義
仲
、
郎
等
共
と
の
協
議
の
末
に
清
水
冠
者
を
差
し
出
す
こ
と
を
決
し
義
基
に
申
し
渡
す
。

＊
六
　
義
仲
、
使
者
天
野
籐
内
遠
景
と
対
面
し
て
行
家
擁
護
の
経
緯
を
釈
明
し
、
起
請
文
を
持
た
せ
て
義
基
を
派
遣
す
る
。

＊
七
　
義
基

一
行
、
道
中
で
悲
嘆
の
和
歌
を
詠
ず
る
。

八
　
武
田
信
光
の
読
言
の
原
因
―
―
清
水
冠
者
を
婿
に
所
望
し
て
義
仲
に
拒
否
さ
れ
た
た
め
。

九
　
頼
朝
、
満
足
し
て
清
水
冠
者
を
具
し
て
鎌
倉
に
引
き
上
げ
る
。

＊
十
　
義
仲
、
剛
腕
の
郎
等
た
ち
の
妻
三
十
人
を
集
め
て
、
戦
回
避
の
た
め
に
人
質
派
遣
の
道
を
選
択
し
た
由
の
経
緯
を
説
明
し
、
妻

た
ち
は
感
謝
の
起
請
を
書
く
。
夫
た
ち
も
喜
ぶ
。

ア
ス
テ
リ
ス
ク
の
付
さ
れ
た
場
面
が
義
仲
方
の
物
語
で
、
他
は
頼
朝
方
で
あ
る
。
両
者
の
場
面
は
全
体
と
し
て
ほ
ぼ
交
互
に
転
換
し
て
、

こ
の
物
語
が
ど
ち
ら
か

一
方
の
側
に
の
み
伝
わ
る
伝
承
謂
と
し
て
先
行
し
て
い
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
よ

っ
て
延

慶
本
の
記
す
こ
の

「清
水
冠
者
」
事
件
の
物
語
は
、
語
り
手
が
両
方
の
情
報
を
入
手
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
作
者
が
あ
る
段
階
で
出

来
事
の
経
緯
を
組
み
立
て
、
筋
道
を
整
え
て
作
り
上
げ
た
、
作
為
の
あ
る
物
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
作
者
は
、
事
件
を
仕
掛
け
た
の
は
頼
朝
の
側
で
あ

っ
た
と
設
定
し
て
い
る
。
し
か
も
難
癖
を

つ
け
て
言
い
掛
か
り
を
付
け
た
の

は
頼
朝
で
あ
る
が
、
不
和
の
原
因
を
作

っ
た
の
は
行
家
の
行
動
で
、
こ
れ
に
武
田
の
設
言
が
加
わ
る
仕
組
み
と
し
て
い
る
。

頼
朝
の
関
わ
る
物
語
組
み
立
て
に
お
い
て
、
彼
の
行
動
契
機
と
し
て
、
取
り
巻
き
に
よ
る
設
言
を
構
え
る
の
は
、
後
年
の
義
経
の
場
合

と
同
様
で
、
こ
れ
は
頼
朝
物
語
に
共
通
の
着
想
と
言
え
る
。
よ

っ
て
こ
の
事
件
も
少
な
く
と
も
延
慶
本
や
長
門
本
で
は

「頼
朝
、
義
仲
の

不
和
」
で
あ

っ
て
そ
の
逆
で
は
な
い
。
義
仲
の
側
に
頼
朝
と
不
和
を
発
生
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
直
接
的
理
由
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
覚

一
本
で
巻
七
巻
頭
に

「清
水
冠
者
」
と
章
題
が
く
る
の
で
、
人
質
を
派
遣
す
る
義
仲
方
の
物
語
に
印
象
は
傾
く
が
、
武
力
を
背
景
と
し
て
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仲
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頼
朝
が
人
質
を
略
取
し
た
事
件
で
あ
る
。
延
慶
本
の
物
語
構
成
は
も

っ
ぱ
ら
そ
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
義
仲
は
終
始
受
け
身

で
あ
り
、
行
家
に
託
つ
け
ら
れ
た
受
難
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
語
り
本
は
総
じ
て
こ
の
物
語
を
簡
略
に
構
成
し
、
出
来
事
の
背
景
を
詳

述
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
語
り
本
が
全
体
的
に
鎌
倉
方
の
物
語
を
略
述
す
る
傾
向
と
機
を

一
に
す
る
が
、
頼
朝
の
扱

い
方
と

も
関
係
す
る
。

一
一

「不
和
」
と

「
不
快
」

本
文
の
語
り
出
し
は
、

去
ル
比
ヨ
リ
、
兵
衛
佐
卜
木
曽
冠
者
卜
不
和
ノ
事
有
リ
テ
、
木
曽
ヲ
討
ム
ト
ス
。

と
あ
る
。
頼
朝
を

「兵
衛
佐
」
と
呼
び
、
義
仲
は

「木
曽
冠
者
」
と
呼
ぶ
。
義
仲
は
確
か
に
無
冠
無
位
で
あ
る
が
、
コ
（衛
佐
」
は
正
確

に
は

「前
兵
衛
佐
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
設
定
は

「兵
衛
佐
」
と

「木
曽
冠
者
」
と
の

「不
和
」
で
あ
る
。
後
に
流
布
本
な
ど
、
二

人
の
叙
述
順
序
を
逆
転
さ
せ
る
テ
ク
ス
ト
の
出
現
に
照
ら
し
て
、
こ
こ
で
は
頼
朝
の
側
か
ら
事
を
叙
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭

で
あ
る
。
ま
た

「不
和
」
と
い
う
用
語
は
、
延
慶
本
で
は
、
こ

の
場
面

一
回
と
、
他
に
は

「山
門
二
騒
動
出
来
事
」
（第
二
本
四
）
の

「山

上

ニ
ハ
学
生
卜
堂
衆
卜
不
和
ノ
事
有
リ
テ
」
の
二
回
の
み
で
あ
る
。
「山
門
騒
動
」
が
山
門
内
の
熾
烈
な
階
級
闘
争
で
あ

っ
た
こ
と
は
、

こ
の
あ
と

「山
門
減
亡
」

へ
と
状
況
の
展
開
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
白
で
あ
る
。
「
不
和
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
決
定
的
な
意
志
的
対

立
、

い
が
み
合
い
、
憎
み
合

い
を
表
現
す
る
用
語
で
あ
る
。

頼
朝
義
仲
の

「
不
和
」
は
、
語
り
本
で
は
屋
代
本
以
降
覚

一
本

へ
と
す
べ
て

「不
快
」
に
改
め
ら
れ
る
。
「不
快
」
の
方
は
、
「病
気
」

に
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
意
味
合
い
は
意
志
的
と

い
う
よ
り
は
、
「仲
た
が
い
」
、
感
情
の
も

つ
れ
の
程
度
で
あ
る
。
「不
快
」
は
事
態

を
軽
く
把
握
も
し
く
は
表
現
し
て
お
こ
う
と
す
る
意
図
の
働
く
言
い
方
で
あ
る
宅

ン」
れ
に
対
し
て

「不
和
」
は
決
定
的
な
対
立
の
構
図



で
、
表
現
と
し
て
は
よ
り
重

い
言
葉
な
の
だ
と
解
釈
さ
れ
る
。
「不
和
」
の
最
大
の
原
因
は
こ
の
後
す
ぐ
に
、
武
田
信
光
の
設
言
に
起
因

す
る
と
明
か
さ
れ
る
が
、
ち
な
み
に
同
じ
く
梶
原
景
時
の
設
言
に
端
を
発
す
る
頼
朝
義
経
の
関
係
を
、
『義
経
記
』
で
は

「不
和
」
と
は

語
ら
ず
、
両
者
の
関
係
を
は

つ
き
り
と

「頼
朝
義
経
御
中
不
和
に
な
ら
せ
給
ふ
」
と
明
言
す
る
の
は
、
謡
曲

「安
宅
」
の
ワ
キ
富
樫
の
台

詞
か
ら
で
あ
る
電

『吾
妻
鏡
』
も
こ
の
関
係
を

一
貫
し
て

「義
経
反
逆
」
と
捉
え
る
の
は
こ
の
著
の
立
場
、
即
ち
幕
府
の
正
史
と
し
て

当
然
で
あ
ろ
う
。
「
不
和
」
は
事
態
の
激
し
い
認
識
で
あ
る
。
延
慶
本
は

「兵
衛
佐
卜
木
曽
冠
者
卜
不
和
ノ
事
有
リ
テ
」
と
叙
し
て
、
直

ぐ

「木
曽
ヲ
討
ム
ト
ス
」
と
展
開
し
た
の
は
、
事
態
に
臨
む
頼
朝
の
心
境
を
反
映
し
て
い
る
電

事
態
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
性
急
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
続
い
て
、

其
故
ハ
、
兵
衛
佐
ハ
、
先
祖
ノ
所
ナ
レ
バ
ト
テ
、
相
模
国
鎌
倉
二
住
ス
。
叔
父
十
郎
蔵
人
行
家
ハ
、
大
政
入
道
ノ
、
鹿
嶋
詣
デ
ト

（名
付
て
、
東
国

へ
下
あ
る
べ
か
り
け
る
に
、
大
庭
三
郎
が
さ
た
）
シ
テ
造
り
儲
ケ
タ
リ
ケ
ル
、
相
模
国
松
田
御
所
ニ
ゾ
居
タ
リ
ケ
ル
。

と
あ
る
が
、
延
慶
本
に
脱
漏
が
あ
る
の
で
、
括
弧
内
は
長
門
本

（国
書
刊
行
会
本
に
よ
る
）
で
補

っ
た
電

組
み
立
て
ら
れ
た
物
語
の
整
合

性
を
確
認
す
る
た
め
に
叙
述
の
細
部
を
考
証
す
る
に
、
行
家
の
居
住
し
て
い
た

「松
田
御
所
」
と
は
、
コ
ロ妻
鏡
』
に
よ
る
と
相
模
国
に

あ

っ
た

「中
宮
大
夫
進
朝
長
」
の
旧
宅
で
、
か
つ
て
黄
瀬
川
に
進
出
し
た
頼
朝
が
中
村
庄
司
宗
平
に
命
じ
て
修
理
に
取
り
掛
か

っ
て
あ

っ

た
源
家
の
由
緒
の
あ
る

「松
田
御
亭
」
の
こ
と
で
あ
る

（治
承
四
年
十
月
十
八
日
条
）。
富
士
川
合
戦
の
直
前
に
、
相
模
の
国
府
に
到
着
し

た
十
月
二
五
日
に
、
頼
朝
は
こ
の

「御
亭
」
に
入

っ
て
旅
宿
と
し
て
い
る
。
「侍
廿
五
間
の
萱
葺
き
屋
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
下

っ
て

承
元
四
年
六
月
の
頃
に
松
田

・
河
村
の

一
族
と
土
肥

・
小
早
河
の
輩
が
相
模
国
丸
子
河
周
辺
で
衝
突
し
て
い
る
の
で
、
松
田
は
在
地
者
た

ち
の
か
な
り
の
集
団
を
形
成
し
う
る
環
境
に
あ

っ
た
。
「大
政
入
道
ノ
、
鹿
嶋
詣
デ
ト
」
「名
付
て
、
東
国
へ
下
あ
る
べ
か
り
け
る
に
、
大

庭
三
郎
が
さ
た
」
「
シ
テ
造
り
儲
ケ
タ
リ
ケ
ル
」
の
史
的
考
証
は
難
し
い
が
、
清
盛
の
東
国
支
配
策
の

一
環
と
い
う
口
実
の
元
に
、
大
庭

三
郎
が
か
つ
て
の
源
氏
の
邸
宅
に
踏
み
込
ん
で
修
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
行
家
は
修
復
さ
れ
た

「松
田
御
亭
」
を
占
拠
し
て
こ
こ
に
居
着
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仲
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仲
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い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

所
領

一
所
ナ
ケ
レ
バ
、
近
隣
ノ
在
家
ヲ
追
補
ク
シ
、
夜
討
チ
強
盗
ヲ
シ
テ
世
ヲ
過
シ
ケ
リ
。

と
あ
る
。
「夜
討
チ
強
盗
」
は
溢
れ
者

の
常
套
行
動
で
あ
る
か
ら
、
行
家

に
居
着
か
れ
て
近
隣
の
在
家
は
迷
惑
で
あ

っ
た
ろ
う
。

〓
一　
武
田
五
郎
信
光
の
読
言

続

い
て
行
家
は

或
時
行
家
、
兵
衛
佐
ノ
許
へ
文
ニ
テ
云
ヒ
ヤ
リ
タ
リ
ケ
ル
ハ
、
「行
家
ハ
御
代
官
ト
シ
テ
、
美
乃
国
墨
俣
へ
向
フ
事
十

一
度
、
八
ケ
度
ハ
勝
チ
テ
三

ケ
度
ハ
負
ケ
ヌ
。
子
息
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
、
家
ノ
子
郎
等
ド
モ
多
ク
打
チ
ト
ラ
レ
テ
、
嘆
キ
申
ス
ハ
カ
リ
ナ
シ
。
国

一
ケ
所
預
ケ
タ
ベ
。
是
等
ガ
孝
養

セ
ム
」
ト
ゾ
書
キ
タ
リ
ケ
ル
。

と
頼
朝

に
泣
き

つ
く
こ
と
に
な
る
。
行
家
の
墨
俣
合
戦
は
、
物
語
で
は
、
第
三
本
九

「行
家
卜
平
家
美
乃
国

ニ
テ
合
戦
事
」
（物
語
で
は
治

承
五
年

一
月
末
頃
の
記
事
）
が
最
初
で
こ
れ
は
負
け
戦
と
し
て
書
か
れ
、
第
二
回
の
戦
は
第
三
本
廿
三

「十
郎
蔵
人
卜
平
家
合
戦
事
」
（治
承

五
年
二
月
末
頃
の
記
事
）
で
こ
れ
は
勝
ち
戦
と
な

っ
て
い
る
。
コ
ロ
妻
鏡
』
に
は
、
治
承
五
年
二
月
に
、
こ
の
戦
に
は
行
家

の
名
前
は
見
え

な

い
が
、
美
濃
国
で
討
た
れ
た
源
氏

の
首
が
入
洛
し
た
と

い
う
記
事
が
あ
り
、
三
月
十
日
条
に
、

十
郎
蔵
人
行
家

。
子
息
蔵
人

・
太
郎
光
家

・
同
次
郎

・
僧
義
円
卿
の
君

ｏ
泉
太
郎
重
光
、
尾
張

・
三
河
両
国
の
勇
士
を
相
具
し
て
、
墨
俣
河
の
辺
に

陣
す
。

と
あ
る
。
行
家

の
夜
襲
計
画
を
察
知
さ
れ
て
、
源
氏
勢
は
防
戦
に
利
な
く
、
義
円
は
盛
綱
に
討
た
れ
、
蔵
人
次
郎
は
忠
度

に
捕
虜
と
な

り
、
命
を
落
と
す
者
す

べ
て
六
百
九
十
余
人
と
記
し
て
い
る
。
延
慶
本

の
行
家

の
請
願
は
出
陣
回
数
は
別
と
し
て
必
ず
し
も
誇
張
で
は
な

い
。
し
か
し
こ
の
請
願
に
対
す
る
頼
朝

の
反
応
は
、



「木
曽
ノ
冠
者
、
信
濃
上
野
両
国
ノ
勢
ニ
テ
、
北
陸
道
七
ケ
国
打
チ
取
リ
テ
、
既
二
九
ケ
国
ガ
主
ニ
ナ
リ
テ
候
。
頼
朝
ハ
六
ケ
国
コ
ソ
打
チ
シ
ナ
ヘ

テ
候
へ
。
御
辺
モ
イ
ク
ラ
ノ
国
ヲ
打
チ
取
ル
ト
モ
、
御
心
ニ
テ
コ
ソ
候
ハ
メ
。
サ
テ
コ
ソ
院
内
ノ
見
参
ニ
モ
入
ラ
セ
給
ヒ
テ
、
打
チ
取
ル
国
何
ケ
国

ト
モ
、
注
シ
申
サ
レ
テ
給
ワ
ラ
セ
給
ハ
メ
。
当
時
頼
朝
ガ
支
配
ニ
テ
、
国
庄
ヲ
人
二
分
ケ
給
フ
ベ
シ
ト
云
フ
仰
セ
ヲ
モ
カ
ブ
リ
候
ワ
ズ
」

と
冷
淡
で
あ

っ
た
。
こ
の
頼
朝
の
反
応
に
は
史
実
の
展
開
面
で
整
合
性
の
綻
び
が
あ
る
。
頼
朝
が
、
自
分
に
は
ま
だ
国
庄
を
分
け
与
え

る

支
配
権
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う

の
は
こ
の
時
点

の
頼
朝
と
し
て
誤
り
の
な

い
対
応
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
手

の
義
仲

の
事
と
な
る

と
、
そ
の
北
陸
進
撃
は
物
語
に
よ
る
と
こ
の
年
の
四
月

一
七
日
以
降
で
、
物
語

の
設
定
さ
れ
て
い
る
寿
永

二
年
春

の
段
階
で
は
、
「北
陸

七
ケ
国
打
チ
取
り
」
は
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
「北
陸
道
七
ケ
国
」
と

い
う

の
は
、
通
常
は

「若
狭

・
越
前

・
加
賀

・
能
登

・
越
中

・

越
後

・
佐
渡
」
を
指
す
の
で
、
入
洛
直
前
の
義
仲
の
情
勢
を
前
提
に
も

の
を
言

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「清
水
冠
者
事
件
」

の
正
確
な

時
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
義
仲
の
北
陸
進
撃
の
最
中
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な

い
の
で
、
頼
朝
の
こ
の
返
答
は
物
語
の
こ
し
ら
え
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
拒
否
を
受
け
て
行
家
は
義
仲
の
元

へ
と
走
り
、
頼
朝

の
義
仲
攻
撃

の
回
実
と
な
る
。

兵
衛
佐
是
ヲ
聞
キ
テ
、
「十
郎
蔵
人
ノ
云
ワ
ム
事
二
付
キ
テ
、
木
曽
冠
者
、
頼
朝
ヲ
責
メ
ム
ト
思
フ
心
付
キ
テ
ム
ズ
。
襲
ワ
レ
ヌ
先
二
木
曽
ヲ
討
タ

ム
」
卜
思
ヒ
ケ
ル
ヲ
リ
フ
シ
、

と

い
う
頼
朝
は
猜
疑
心
先
行

の
反
応

で
あ
る
。
こ
の
猜
疑
心
の
裏
返
し
は
、
義
仲
方
か
ら
今
井
四
郎
兼
平
の
日
か
ら
発
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
頼
朝
義
仲

の
関
係
は
、
共
に
相
手
？
心
中
を
疑

い
を
も

つ
て
読
み
合
う
と

い
う
設
定
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
猜
疑
心
に
輪
を
か

け
た
の
が
、
甲
斐
源
氏

の
武
田
五
郎
信
光

の
読
言
で
あ
る
。

信
濃
ノ
木
曽
二
郎
ハ
、
ヲ
ト
ト
シ
六
月
二
、
越
後
ノ
城
ノ
四
郎
長
茂
ヲ
打
チ
落
ト
シ
テ
ヨ
リ
以
来
、
北
陸
道
ヲ
管
領
シ
テ
、
其
ノ
勢
雲
霞
ノ
如
シ
。

臭
悪
ノ
心
ヲ
挿
ミ
テ
、
『平
家
ノ
婿
ニ
ナ
リ
テ
、
佐
殿
ヲ
討
チ
奉
ラ
ム
』
ト
ハ
カ
ル
ヨ
シ
承
ル
。
平
家
ヲ
責
メ
ム
ト
テ
、
京
へ
打
チ
上
ル
ヨ
シ
ハ
聞

コ
ユ
レ
ド
モ
、
実
ニ
ハ
、
平
家
ノ
小
松
内
大
臣
ノ
女
子
ノ
、
十
八
二
ナ
リ
候
フ
ナ
ル
ヲ
、
叔
父
、
内
大
臣
ノ
養
子
ニ
シ
テ
、
木
曽
ヲ
婿
二
取
ラ
ム
ト

木
曽
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仲
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テ
、
内
々
、
文
ド
モ
通
ハ
シ
候
フ
ナ
ル
ゾ
。
其
ノ
御
用
意
ア
ル
ベ
シ
。

越
後

の
城
の
四
郎
と

の
合
戦
を

一
昨
年
と
語

っ
て
い
る
。
現
時
点
を
寿
永
二
年
と
す
る
と
、　
一
昨
年
は
治
承
五
年

の
六
月
と
な
り
、
延
慶

本

の
第
三
本
廿
六

「
城
四
郎
卜
木
曽
合
戦
事
」
と
符
号
し
て
い
る
。
し
か
し

「
北
陸
道

の
管
領
」
と

い
う

の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
ま
た

「
重
盛
の
女
子
」
と

の
縁
組
は

い
か
に
も
荒
唐
無
稽
で
あ
る
。
着
想

の
根
底
に
、
義
仲
が
入
洛
後
に
頼
朝
と

の
不
和
が
鮮
明
に
な
り
、
瀬

戸
内

の
平
家
と
組
ん
で
鎌
倉
と
対
決
し
よ
う
と
図

っ
た
、
後
日
の
義
仲

の
動
向
が
反
映
す
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
こ
の
密
告
の
内
容

に
怒

っ
て
出
兵
を
決
す
る
頼
朝
造
型
は
や
や
性
急
で
、
作
者
は
自
覚
し
て
い
な

い
が
頼
朝
像
を
軽
薄
化
し
て
い
る
。
物
語
構
成
八
で
、
武

田
が
な
ぜ
こ
う

い
う
読
言
に
及
ん
だ
か
、
そ
の
理
由
を
次

の
よ
う

に
語

っ
て
い
る
。

武
田
五
郎
信
光
、
本
曽
ヲ
ア
タ
ミ
、
兵
衛
佐
二
読
言
シ
ケ
ル
意
趣
は

「彼
清
水
冠
者
ヲ
信
光
ガ
婿
ニ
ト
ラ
ム
」
卜
云
ヒ
ケ
ル
ヲ
、
木
曽
ウ
ケ
ズ
シ

テ
、
返
事
二
申
シ
タ
リ
ケ
ル
ハ
、
「同
ジ
キ
源
氏
ト
テ
、
カ
ク
ハ
官
ヲ

カ
、
娘
モ
チ
タ
ラ
バ
マ
イ
ラ
セ
ヨ
カ
シ
。
清
水
ノ
冠
者
ニ
ツ
ガ
ワ
セ
ム
」
ト

云
ヒ
ケ
ル
ゾ
、
ア
ラ
カ
リ
ケ
ル
。
信
光
是
ヲ
聞
キ
テ
、
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
思
ヒ
テ
、
イ
カ
ニ
モ
シ
テ
木
曽
ヲ
失
ハ
ム
ト
思
ヒ
テ
、
兵
衛
佐
二
読
シ
タ
リ
ケ

ル
ト
ゾ
、
後
ニ
ハ
聞
コ
ヘ
シ
。

甲
斐

の
武
田
氏
が
義
仲
と
婚
姻

に
よ
る
接
近
を
試
み
る
と

い
う

こ
と
は
、
甲
斐
と
信
濃
と
い
つ
地
域
的
隣
接
と

い
う
意
味

で
は
有
り
得

る
。
し
か
し

『吾
妻
鏡
』
で
ず

っ
と
時
代

の
下
る
寛
元
三
年

（
≡

一四
五
年
）
に
最
終
記
事
を
も

つ
こ
の
五
郎
信
光
が
、
寿
永

二
年

（
一
一

▲

一一年
）
以
前

の
時
点
、

つ
ま
り
最
終
記
事
よ
り
六
二
年
以
上
以
前
に
、
当
時
十

一
歳
で
あ

っ
た
義
基
を
婿

に
取
る
に
相
応
し

い
娘
を
も

っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
れ
る
。
ま
た
延
慶
本
に
お
い
て
も

『吾
妻
鏡
』
の
信
光
に
お
い
て
も
、
信
光
記
事
に
こ
の
設
言
の
影
は
皆
無

で
あ
る
電

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
読
言

の

一
番
の
疑
問
点
は
、
武
田
信
光
が
な
ぜ
義
仲
と
平
家

の
小
松
重
盛
接
近
を
情
報
と
し
て

入
手
し
え
た
か
、
こ
の
あ
た
り
に
も
あ
る
。
設
言
と
は
事
実
を
偽

っ
て
、
あ
る

い
は
曲
げ
て
相
手
を
落
と
し

い
れ
る
こ
と
と

い
う
意
味

で
、
ま
さ
に
事
実
歪
曲

で
あ
る
が
、
読
言
に
触
発
さ
れ
て
事
を
図
ろ
う
と
す
る
当

の
頼
朝
に
は
、
読
言
の
中
身
は
客
観
的
に
成
り
立

つ
も



の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
客
観
的
に
成
り
立
ち
が
た

い
読
言
に
よ

っ
て
事
を
運
ぶ
と
、
運
ん
だ
側
の
欠
損
に
な
る
。
頼
朝
は
人
物
造
形

に
お
い
て
こ
の
欠
損
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

の
最
初
で
、
組
み
立
て
ら
れ
た
物
語
と
し
て
認
識
し
た
こ
の
延
慶
本
の
清
水

の
冠
者
物

語
の
細
部
の
事
実
性
に
は
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
語
り
手
に
は
、
頼
朝
を
し
て

「木
曽

ヲ
討
ム
ト
ス
」
と
性
急
に
決
意
さ

せ
る
に
至
る
動
機
付
が
必
要
で
あ

っ
た
。
行
家

の
去
就
と
武
田
の
読
言
と

い
う
二

つ
の
理
由
を
構
え

て
頼
朝

の
信
濃
出
兵
は
開
始

さ
れ

た
電

四
　
行
家
と
信
救
と
義
仲
三
者

の
出
会

い

行
家
の
墨
俣
合
戦
は
、
そ
の
戦
績
以
上
に
、
最
終
的
に
義
仲
に
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
信
救

（覚
明
）
と
の
出
会

い
の
意
義
が
大
き
い
。

延
慶
本
は
義
仲
の
入
洛
直
前
に
展
開
す
る

「木
曽
山
門
牒
状
」
に
際
し
、
そ
の
執
筆
を
覚
明
に
委
嘱
し
、
こ
こ
に
当
の
覚
明
の
素
性
に

解
説
を
加
え
て
い
る
。
義
仲
の
物
語
の
成
立
に
は
不
可
欠
の
逸
材
で
あ
る
か
ら
、
早
く
に
梶
原
正
昭
氏
閣
に
よ
っ
て
軍
記
の
形
成
と

「手

書
き
」
の
働
き
、
特
に
義
仲
合
戦
諄
の
形
成
へ
の
関
与
が
着
目
さ
れ
、
水
原

一
氏
ｏ
も
軍
陣
と
手
書
き
の
関
係
の
一
般
的
問
題
に
は
再
考

の
余
地
あ
り
と
し
な
が
ら
も
、
覚
明
の
働
き
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
継
承
さ
れ
た
。
「木
曽
大
夫
覚
明
」
の
名
は
、
既
に
義
仲
が
越
中
国

「埴
生
八
幡
願
書
」
を
奉
納
し
た
場
面
に
見
え
、
願
書
は
も
う

一
つ
前
に
や
は
り
覚
明
文
書
と
思
し
い

「木
曽
白
山
願
書
」
も
あ
る
の

で
、
人
物
紹
介
は
当
然
も

っ
と
早
く
に
挿
入
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
最
終
の

「山
門
牒
状
」
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
覚
明
そ
の
人
に
考
証
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
な
い
の
で
、
前
半
の
南
都
時
代
は
省
く
と
し
て
、
後
半
を
引
く
の
は
南

都
脱
出
後
の
覚
明
の
動
向
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。

信
救
ナ
ヲ
、
ミ
ヤ
コ
ノ
辺
ニ
テ
ハ
取
ラ
レ
ナ
ム
ズ
ト
思
ヒ
テ
、
鎌
倉
へ
下
リ
ケ
ル
ニ
、
十
郎
蔵
人
行
家
、
平
家
追
討
ノ
為
二
東
国
ヨ
リ
都
へ
責
メ
上

木
曽
義
仲
受
難
の
選
択
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仲
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一
〇

リ
ケ
ル
ガ
、
墨
俣
川
ニ
テ
平
家
卜
合
戦
ヲ
ト
グ
。
行
家
散
々
二
打
チ
落
ト
サ
レ
テ
引
キ
退
キ
、
三
川
ノ
国
府
二
付
キ
テ
ア
リ
ケ
ル
所
二
、
信
救
行
キ

合
ヒ
テ
行
家
二
付
キ
ニ
ケ
リ
。
貧

部
略
）
次
第
二
膨
脹
モ
ナ
オ
リ
テ
、
本
ノ
信
救
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
行
家
、
三
河
ノ
国
府
ニ
テ
伊
勢
大
神
宮
へ
奉

リ
ケ
ル
願
書
ヲ
モ
信
救
ゾ
書
キ
タ
リ
ケ
ル
。
信
救
又
木
曽
ヲ
憑
ミ
テ
、
改
名
シ
テ
木
曽
大
夫
覚
明
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
。

（第
三
末
十
七

「木
曽
都
へ
責
メ
上
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
覚
明
ガ
由
来
事
し

信
救

が
先
ず
鎌
倉
を
目
指
し
た
ら
し

い
こ
と
は
、
コ
ロ
妻
鏡
』
に
で
て
い
る
後
半
生

の
彼

の

「伊
豆
山
帰
属
」
と

い
う
行
動
に
符
号
す

る
。
途
中
、
墨
俣
で
行
家
に
遭
遇
す
る
の
が
負
け
戦

の
時
と
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
物
語
の
中
で
該
当
す
る
の
は
治
承
五
年

一
月
末

の

合
戦

で
あ
る
。
「南
都
牒
状
」
は
治
承
四
年
五
月
で
あ
る
か
ら
、
信
救
は
墨
俣
で
行
家

に
遭
遇
す
る
ま
で
約
七
ケ
月
の
逃
亡
、
遍
歴
を
経

て

い
る
こ
と

に
な
る
。
両
者

の
出
会

い
は
三
河

の
国
府

穴
可
日
の
豊
川
市
西
部
）
と
あ
り
、
行
家
は
墨
俣
か
ら
こ
の
地
ま
で
退
却
し
て

い

て
、
東
海
道
を
関
東
に
向
か
う
信
救
が
こ
こ
ま
で
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
顔
面
に
漆
を
浴
び
て
変
装
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
に
は
ほ

と
ん
ど
治
癒
し
て
い
た
と
あ
る
の
は
七
ケ
月
と

い
う
期
間
と
整
合
す
る
。
な
お
、
延
慶
本
で
は
二
回
目
合
戦
を
勝
ち
戦
と
し
、
こ
れ
に
続

け
て
第
三
本
廿
四

「行
家
大
神
宮

へ
願
書
ヲ
進
ス
ル
事
」
が
あ
り
、
そ
の
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
右

の
本
文
に
よ

つ
て
初
め
て

信
救

の
手

に
な
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
三
河
の
国
府
を
こ
の
当
時

の
行
家
は
拠
点
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
長
文
の

「伊
勢
願

書
」

に
は
、

「行
家
、
朝
敵
ヲ
防
ガ
ム
ガ
タ
メ
ニ
東
国
二
下
向
シ
テ
、
頼
朝
ノ
朝
臣
卜
相
共
二
、
且
ハ
源
氏
ノ
子
孫
ヲ
誘
へ
、
且
ハ
相
伝
ノ
所
従
ヲ
催
シ
」

と
述

べ
、
再
度
、

「髪
二
行
家
、
王
城
二
帰
参
シ
テ
王
尊
ヲ
護
り
奉
り
、
頼
朝
ハ
東
州
之
辺
界
二
於
テ
西
洛
ノ
朝
威
ヲ
輝
カ
ス
」

と
あ

っ
て
、
行
家
と
頼
朝

の
連
盟
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
後

「松
田
御
亭
」
三
戻
っ
て
や
が
て
先
に
引

い
た
頼
朝

へ
の
書
簡

へ
と
展
開

し
、
頼
朝
行
家

の
連
携
が
破
綻
す
る
。
当
の
信
救
は
、
上
記

の
文
で

「
信
救
行
キ
合
ヒ
テ
行
家

二
付
キ

ニ
ケ
リ
」
と
あ
る
か
ら
、
「松
田



御
亭
」
に
行
動
を
共
に
し
、
こ
れ
は
推
量
で
あ
る
が
、
頼
朝

へ
の
書
簡
と
そ
の
内
容
は
行
家
の
窮
状
を
見
て
取

っ
た
信
救
の
発
案
で
、
代

作
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
延
慶
本
は

「伊
勢
願
書
」
に
続
い
て
す
ぐ
、
「信
救
又
木
曽
ヲ
憑
ミ
テ
、
改
名
シ
テ
木
曽
大
夫
覚
明
ト
ゾ

申
シ
ケ
ル
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
行
家
と
頼
朝
の
決
裂
の
経
緯
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
が
、　
一
旦

「行
家
」
に
付
い
た
信
救
が
突
然
木
曽

に
方
向
転
換
し
、
「木
曽
大
夫
覚
明
」
と
改
名
す
る
の
は
、
行
家
の
頼
朝
か
ら
の
離
反
、
義
仲

へ
の
接
近
と
い
う
経
緯
に
、　
〓
貝
し
て
行

動
を
共
に
し
た
信
救
の
選
択
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
義
仲
に
信
救
を
橋
渡
し
を
し
た
の
は
行
家
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

先
に
義
仲
の
緒
戦
―
横
田
河
原
合
戦
を
分
析
し
て
、
武
水
別
神
社

・
八
幡
宮
大
本
堂

へ
の
祈
願
に
際
し
て
義
仲
の
願
書
が
物
語
に
持
ち

込
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
覚
明
が
義
仲
陣
に
参
入
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
て
お
い
た
が
⑩
、
上

記
の
動
向
か
ら
み
て
信
救
、
行
家
、
義
仲
三
者
の
遭
遇
と
避
近
の
次
第
は
物
語
に
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
も
信
救

と
行
家
と
の
関
係
は

「遭
遇
」
で
あ
り
、
信
救
と
義
仲
と
は
信
救
が

「木
曽
大
夫
覚
明
」
と
改
名
す
る
に
至

っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
み
て

「避
近
」
と
言
え
る
。

行
家
は
墨
俣
合
戦
の
功
績
を
頼
朝
に
訴
え
て
拒
否
さ
れ
、
義
仲
の
元
に
走

っ
た
と
物
語
は
記
す
が
、
義
仲
は
そ
の
と
き
、
行
家
と
い
う

厄
介
者
を
背
負

い
込
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
墨
俣
で
行
家
と
出
会

っ
て
い
た
大
夫
房
覚
明
を
同
伴
者
と
し
て
迎
え
入
れ
た
の
で

あ
る
。
有
力
な
手
書
き
を
陣
中
に
擁
す
る
契
機
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
行
家
の
義
仲
接
近
は
、
大
夫
房
覚
明
と
い
う
大
き
な
お
土
産
付
き

で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
行
家
の
墨
俣
合
戦
敗
戦
の
義
仲
に
と

っ
て
の
副
次
的
意
義
が
あ
る
。

覚
明
が
義
仲
に
接
近
し
た
直
接
的
契
機
は
行
家
の
仲
介
に
あ

っ
た
が
、
覚
明
に
と

っ
て
の
内
的
要
因
は
、
彼
が
執
筆
し
た

「木
曽
山
門

牒
状
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
訓
読
に
改
め
て
引
く
。
治
承
四
年
五
月
の
平
家
に
よ
る
高
倉
宮
襲
撃
に
際
し
、
宮
が
脱
出

し
て
園
城
寺
に
身
を
寄
せ
た
場
面
を
叙
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。

其
ノ
時
、
義
仲
ガ
兄
源
ノ
仲
家
、
芳
恩
ヲ
忘
レ
ガ
タ
キ
ニ
ヨ
ッ
テ
、
同
ジ
ク
一屈
従
シ
奉
ル
。
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仲
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（第
三
末
十
八

「木
曽
山
門
二
牒
状
ヲ
送
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
山
門
返
牒
事
し

こ
の
経
緯
は
、
仲
家
が
頼
政
と
行
動
を
共
に
し
、
や
が
て
宇
治
平
等
院
に
最
期
を
遂
げ
る
に
至
る
事
実
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「
牒
状
」
は
次

の
よ
う

に
続
く
。

翌
日
二
、
青
鳥
飛
ビ
来
り
、
令
旨
密
二
通
ジ
テ
、
義
仲
急
ギ
参
ズ
ベ
キ
ノ
催
シ
ア
リ
。
恭
ナ
ク
厳
命
ヲ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
、
預
参
ヲ
企
テ
ム
ト
欲
ス
ル

ノ
処
二
、
平
家
此
ノ
事
ヲ
聞
キ
テ
、
前
右
大
将
、
義
仲
ノ
乳
母
仲
原
ノ
兼
遠
ノ
身
ヲ
召
シ
籠
ム
。
其
ノ
上
重
ネ
テ
義
仲
ガ
住
所
二
人
ヲ
ツ
ケ
テ
コ
レ

ヲ
伺
ヒ
、
路
ヲ
固
メ
テ
討
チ
取
ラ
ム
ト
ホ
ッ
ス
。
然
卜
雖
モ
、
義
仲
身
命
ヲ
捨
テ
テ
逃
参
ス
。
是
上
京
ノ
初
メ
ナ
リ
。

兄
の
仲
家
か
ら
弟

の
義
仲
に
令
旨
が
来
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
義
仲
伝
記
と
す
れ
ば
こ
れ
は
新
事
実
で
あ
る
。

い
や
、
事
実
で
あ
る
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な

い
。
た
だ
延
慶
本
で
は
義
仲
登
場
の
場
面
で
、
そ
の
生

い
立
ち
が
詳
述
さ
れ
、
成
長
期
の
あ
る
段
階
で
平
家

の
偵
察
に

上
京
体
験

の
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
あ

っ
た
。
事
実
と

い
う
よ
り
は
話
型

の
活
用
で
あ
ろ
う
と
判
じ
て
お

い
た
■

ま
た
そ
の
場
面
で
は

高
倉
宮
事
件
と
関
連
づ
け
た
上
洛
と
は
設
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
乳
母
の
兼
遠
も
ま
た
平
家
か
ら
監
視
の
目
を
受
け
た
と

い
う
組
み

立

て
に
な

っ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
義
仲
の
伝
記
的
事
実
と

い
う
よ
り
は
、
物
語
の
設
定
と
し
て
物
語
の
叙
述
と

「牒
状
」

の
内
容

を
照
応
さ
せ
て
読
む

の
が
適
当
で
あ

ろ
う
。
覚
明
は
代
筆

の
牒
状
に
こ
の
設
定
を
生
か
し
、
高
倉
宮
の
事
件
に
際
し
、
義
仲
は
兄
仲
家
に

呼
応
す
る
行
動
を
起
こ
し
て
も

い
た
と

い
う
活
躍
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
南
都
で
行
動
を
起
こ
し
た
自
ら
の
過
去
と
、
現
在
の
行

動
と

の
内
的
接
点
を
用
意
し
、
ま
た
義
仲
と
の

「遅
遁
」

の
必
然
性
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
作
品
の
読
み
解
き
の
上
で
、
延
慶
本
の
本

文

の
組
み
立

て
と

「牒
状
」
等

の
文
書

の
内
容
上
の
関
連
は
今
少
し
注
目
し
て
も
よ

い
、
そ
の

一
例
と
言
え
る
。

五

「今
参
り
」
と

「
乳
母
子
」

場
面
三

「義
仲
、
越
後
と
信
濃
の
国
境

・
関
山
に
布
陣
し
対
戦
の
構
え
」
は
本
章
の
中
で
最
も
不
明
確
な
部
分
で
あ
る
。
事
態
の
進
展



を
正
確
に
把
握
で
き
な
い
ま
ま
に
、
こ
の
不
可
解
な
対
戦
の
構
え
を
組
み
立
て
た
、
事
実
確
認
の
む
つ
か
し
い
場
面
で
あ
る
。
義
仲
が
こ

の
段
階
で
信
濃
と
越
後
の
国
境
の
関
山
に
退
い
た
と
い
う
の
も
、
頼
朝
が
十
万
騎
の
軍
勢
で
碓
井
峠
を
越
え
て
信
濃
に
進
攻
し
た
と
い
う

の
も
誇
張
が
過
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
信
濃

一
国
を
明
け
渡
し
た
に
も
等
し
い
。
頼
朝
が

「樟
佐
川

（あ
づ
さ
が
わ
と

の
端
に
布
陣
し
た
と
い

う
の
も
、
今
日
の

「梓
川
」
で
は
位
置
が
合
わ
な
い
。
長
門
本
の

「佐
椅
川

（犀
川
と

が
本
来
の
表
記
で
あ
ろ
う
。
直
前
の
、
こ
れ
は

頼
朝
側
の
記
事
に
属
す
る
が
、
『陸
奥
話
記
』
に
依
拠
し
て

「往
亡
日
」
を
め
ぐ
る

「宋
」
の

「武
帝
」
の
先
例
を
、
頼
義
の

「小
松
の

館
」
攻
め
に
併
せ
て
引
用
す
る
の
も
、
先
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
の
章
全
体
が
編
纂
物
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
と
い
う
例
証

で
あ
ろ
う
。
延
慶
本
の
著
述
部
で
あ
る
。

続
い
て
場
面
四
の
、
頼
朝
か
ら
の
和
平
の
使
者
派
遣
に
入
る
。
使
者
に
推
挙
さ
れ
た
の
は
天
野
藤
内
遠
景
で
、
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
頼
朝
の
言
葉
の
復
元
の
実
否
の
検
証
役
に
足
立
新
三
郎
清
経
が
差
し
添
え
ら
れ
た
。
物
語
は
そ
の
強
圧
的
な
言
葉
伝
承
を
見
事
に
再

現
し
て
い
る
。
頼
朝
の
命
令
の
介
添
え
役
と
し
て
働
く
雑
色
清
経
に
つ
い
て
は
、
既
に
福
田
豊
彦
氏
に
、
簡
潔
な
が
ら
そ
の
役
回
り
を
史

実
と
伝
承
の
両
面
に
わ
た

つ
て
把
え
た
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
頼
朝
の
耳
目
代
わ
り
と
し
て
活
躍
し
た
実
像
が
見
事
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
て

い
る
０
。
延
慶
本
で
は
役
回
り
の
質
は
異
な
る
が
、
義
仲

へ
の
こ
の
場
面
と
、
他
に
義
経
の
見
張
り
役
の
使
命
を
帯
び
て
京
に
差
し
遣
わ

さ
れ
て
、
刺
客
土
佐
房
が
義
経
を
打
ち
損
じ
た
と
い
う
情
報
を
頼
朝
に
い
ち
早
く
伝
え
る
第
六
末
九

「土
佐
房
昌
俊
、
判
官
ノ
許

へ
寄
ス

ル
事
」
に
も
う

一
度
登
場
し
て
い
る
。
義
仲
の
場
面
の
方
は
史
実
と
い
う
よ
り
は
そ
の
雑
色
と
し
て
の
名
声
ゆ
え
に
、
物
語
に
そ
の
名
の

活
用
さ
れ
た

一
類
型
で
あ
ろ
う
。

主
役
の
天
野
藤
内
遠
景
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
で
は
こ
の
場
面
を
除
く
と
他
に
、
鎌
倉
勢
揃
え
に
二
回
そ
の
名
を
載
せ
る
。
頼
朝
挙
兵

以
来
の
有
力
側
近
で
晩
年
に
至
る
ま
で
勢
力
を
維
持
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
に
み
る
人
物
伝
承
は
不
明
で
あ
る
。
伝
達
さ
れ
た
頼
朝
の

言
葉
に
は
焦
点
が
二
つ
あ
り
、
行
家
を
鎌
倉
に
差
し
戻
す
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、

木
曽
義
仲
受
難
の
選
択

一
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「御
辺
ハ
公
達
ア
マ
タ
オ
ワ
ス
也
。
成
人
シ
タ
ラ
ム
子
息

一
人
頼
朝

ニ
タ
ベ
。　
一
方
ノ
大
将
軍
ニ
モ
シ
候
ワ
ム
。
頼
朝

ハ
成
人
ノ
子
持
チ
候
ハ
ネ

バ
、
加
様
二
申
シ
候
フ
也
。
カ
レ
ヲ
モ
コ
レ
ヲ
モ
子
細
ヲ
宣
ハ
バ
、
ヤ
ガ
テ
押
シ
寄
セ
テ
勝
負
ヲ
決
ス
ベ
ンヽ
」

と

い
う

「
人
質
派
遣
」

の
要
求
で
あ

っ
た
。
義
仲
は
こ
れ
ら
の
要
求

こ
、

根
井
、
小
室
ノ
者
共
ヲ
召
シ
集
メ
テ
、
「我
ガ
心
ニ
テ
我
ガ
身
ノ
上
ノ
事

ハ
ハ
カ
ラ
ヒ
ニ
ク
キ
ゾ
。
是
ハ
カ
ラ
ヘ
」

と
、
根
井
、
小
室
の
者
共
に
対
応
策

の
案
出
を
委
ね
て
い
る
。
彼
ら
の
出
し
た
結
論
は
、
こ
こ
で
鎌
倉
殿
と
木
曽
殿
と
が
仲
違

い
す
る
の

は
、
平
家
を
喜
ば
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
行
家
が

「帰
ラ
ジ
」
と
言
う
な
ら

「清
水
ノ
御
曹
司
ヲ
鎌
倉
殿

へ
渡
シ

マ
ヒ
ラ
セ
給

ヘ
カ
シ
」
で

あ

っ
た
。
こ
こ
で
乳
母
子
今
井
四
郎
兼
平

の
発
言
と
な
る
。
兼
平

の
提
案
内
容
は
、

「
ヲ
ソ
レ
ニ
テ
候
ヘ
ド
モ
、
各
々
ア
シ
ク
申
シ
給
フ
物
哉
。
弓
矢
取
ル
ナ
ラ
ヒ
、
後
日
ヲ
期
ス
ル
事
ナ
キ
者
ヲ
。
ツ
イ
ト
シ
テ
ハ
、
御
中
ヨ
カ
ル
ベ

シ
ト
モ
覚
へ
候
ハ
ズ
ｃ
多
胡
先
生
殿
ヲ
バ
、
悪
源
太
殿
打
チ
マ
ヒ
ラ
セ
テ
マ
シ
マ
セ
バ
、
遂
二
親
ノ
敵
卜
思
ヒ
給
フ
ラ
ム
ト
、
鎌
倉
殿
ハ
思
ヒ
給
フ

ラ
ム
。
イ
カ
サ
マ
ニ
モ

一
度
軍
ハ
候
ワ
ム
ズ
ラ
ム
物
ヲ
。
只
事
ノ
次
デ
ニ
、
御
返
事
シ
タ
タ
カ
ニ
仰
セ
ラ
レ
返
ヘ
シ
テ
、　
一
戦
シ
テ
、
御
冥
加
ノ
程

ヲ
モ
御
覧
ゼ
ヨ
カ
シ
」

と

い
う
頼
朝
と
の
対
決
案

で
あ

っ
た
。
兼
平
は
事
態
を
、
頼
朝

の
兄

・
悪
源
太
義
平
に
よ
る
義
仲
の
父

・
多
胡
先
生
義
賢
討
ち
と

い
う
、

両
者

の
関
係
の
原
点

に
お

い
て
把
握
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
原
点
は
同
時
に
幼
少
時
代
の
兼
平
と
義
仲

の
出
会

い
の
契
機
そ
の
も
の
で

も
あ
る
。
二
人
の
出
会

い
が
そ
の
幼
少
期
で
あ

っ
た
と

い
う
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
兼
平

の
こ
の
把
握
は
父
兼
遠
か
ら
の
刷
り
込
み
に
よ
る

と
考
え
る
の
が
順
当

で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
頼
朝

へ
の
返
答
も
相
手

に
十
分
に
手
応
え

の
あ
る
抜
か
り
な

い

「
シ
タ
タ
カ
」
な
も

の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
対
戦
は
覚
悟

の
上
で
あ
る
。
兼
平
は
義
仲

の

「
冥
加
」
を
信
じ
て
こ
こ
ま
で
付
き
従

っ
て
き
た
人
で
も
あ
る
。
し
か
し

覚
悟

の
対
決
は
空
し
く
持
ち
越
さ
れ
て
、
事
態
は
ひ
た
す
ら

「
入
洛
後
」

の
義
仲

へ
と
先
送
り
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
義
仲
は
こ
の

提
言
を
、



「今
井
ハ
乳
母
子
也
。
根
井
、
小
室
ハ
今
参
り
也
。
乳
母
子
ガ
云
ワ
ム
事
二
付
キ
テ
、
是
等
ガ
云
フ
事
ヲ
用
ヰ
ズ
ハ
、
定
メ
テ
恨
ミ
ム
ズ
。
又
カ
レ

ラ
ニ
ス
テ
ラ
レ
ナ
バ
ア
シ
カ
リ
ナ
ム
」
卜
思
ヒ
テ
、

と

い
う

「今
参
り
」

へ
の
配
慮
に
よ
っ
て
退
け
る
０
。
木
曽
の
山
中
か
ら
乳
母
夫
兼
遠
が
義
仲
に
つ
け
た
中
原

一
族
の
勢
に
対
し
て
、
佐

久
地
方
の
根
井

・
小
室
の
配
下
は
既
に
比
較
に
な
ら
な
い
優
勢
を
誇

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
少
数
の

「乳
母
子
集
団
」
と
多
数
の

「今

参
り
集
団
」
は
、
義
仲
立
身
に
不
可
欠
の
、
「原
点
」
と

「周
縁
」
の
関
係
に
す
り
替
わ
り
、
こ
こ
で
は
義
仲
の
周
縁
重
視
策
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
か
く
し
て

「清
水
冠
者
」
、
こ
の
人
質
と
な
る
嫡
男
の
悲
運
の
生
涯
は
開
始
す
る
。
ま
た

「乳
母
子
」
と

「今
参
り
」
と

い
う
規
模
も
性
格
も
異
な
る
二
つ
集
団
の
隠
微
な
角
逐
は
、
こ
れ
も
ま
た

「栗
津
の
松
原
」
、
雪
深
い
信
濃
か
ら
都
を
目
指
し
た
義
仲
集

団
が
追
い
詰
め
ら
れ
た
最
終
情
景
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

義
仲
は
使
者
天
野
藤
内
遠
景
に

「酒
ス
ス
メ
、
馬
引
キ
、
引
キ
出
物
ナ
ム
ド
シ
テ
」
と
、
手
厚
い
も
て
な
し
を
用
意
し
て
対
面
す
る
。

兼
平
の

「
シ
タ
タ
カ
」
と
は
正
反
対
の
姿
勢
で
あ
る
が
、
義
仲
の
対
人
姿
勢
は

一
貫
し
て
饗
応
の
精
神
で
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
入
洛

後
の

「猫
間
中
納
言
」

へ
の

「平
茸
」
饗
応
ま
で
不
変
で
あ
り
、
既
に
考
察
を
加
え
た
木
曽
山
中
で
の
青
年
期
義
仲
の
接
客
態
度
に
も
共

通
し
て
い
る
。
乳
母
夫
兼
遠
も

「酒
盛
ナ
ム
ド
シ
テ
、
人
モ
テ
ナ
シ
遊
ブ
有
り
様
モ
ア
シ
カ
ラ
ズ
」
と
観
察
し
た
。
こ
う
い
う
気
配
り
は

作
者
の
創
作
と
い
う
よ
り
は
、
あ
る
程
度
は
実
態
を
反
映
す
る
天
性
の
姿
の
伝
承
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
義
仲
は
終
始
低
姿
勢
で
、
自
ら
に

全
く

「意
趣
」
は
な
く
、
叔
父
行
家
も
頼
朝
に
対
し
て

「御
意
趣
フ
カ
カ
ル
ベ
シ
ト
存
ゼ
ズ
」
と
申
し
開
き
を
し
、
そ
の
上
で
、
「義
仲

ガ
参
リ
テ
番
ノ
宿
直
ヲ
仕
ル
ト
思
ヒ
給

へ
」
と
の
言
葉
ま
で
添
え
て
、
コ
一心

Ｔ

た
がと
」
ι

」
な
き
由
の

「起
請
代
ノ
文
」
を
書
き
、

「嫡
子
ノ
小
冠
者
義
基
十

一
歳
」
を
派
遣
す
る
。
周
到
に
し
て
老
檜
な
頼
朝
と
、
愚
直
な
ま
で
に
純
朴
な
義
仲
の
姿
の
対
照
さ
れ
る
場
面

で
あ
る
。木

曽
義
仲
受
難
の
選
択

一
五
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エ
ハ

「
清
水

冠
者
義

基
」

派
遣

の
真
意

延
慶
本
は

一
貫
し
て

「清
水
冠
者
義
基
」
と
記
す
。
コ
ロ
妻
鏡
』
は

「志
水
冠
者
義
高
」
（元
暦
元
年
五
月

一
日
）
と
表
記
す
る
。
『尊
卑

分
脈
』
は

「号
越
前
守

・
従
五
位
下
、
義
基
、
母
今
井
四
郎
兼
平
女
」
と
作
る
。
「義
基
」
か

「義
高
」
か
あ
る
い
は
他
本
の

「義
重
」

か
は
決
め
手
が
な
い
。
こ
こ
で
は
延
慶
本
と

『尊
卑
分
脈
』
に
従

っ
て

「義
基
」
を
用
い
た
い
。
母
親
が
今
井
兼
平
の
娘
で
あ
る
と
い
う

の
は
、
兼
平
が
義
仲
の

一
歳
年
長
と
い
う
点
か
ら
成
立
は
難
し
い
。
兼
平
の
姉
妹
に
巴
を
設
定
し
て
巴
説
も
あ
る
が
根
拠
は
な
い
。
こ
の

嫡
男
の
出
自
に
つ
い
て
の
確
実
な
情
報
は

「清
水
」
コ
心
水
」
だ
け
で
あ
る
。

信
濃
国
十
五
駅
の

一
つ
に

「清
水
駅
」
が
あ
る
ｃ
『延
喜
式
』
巻
二
十
八

〓
（部
」
の

「諸
国
駅
伝
馬
」
の

「信
濃
国
、
駅
馬
」
に

「亘
理

ｏ
清
水
各
十
疋
、
長
倉
十
五
疋
」
等
と
記
載
の
あ
る
古
代
東
山
道
の
駅
名
で
あ
る
。
『角
川
日
本
地
名
大
辞
典

ｏ
長
野
県
』
付
載
の

「古
代
交
通
図
」
に
よ
る
と
延
喜
式
に
み
え
る
東
山
道
は
、
上
野
国
か
ら
碓
氷
峠
を
越
え
て
信
濃
国
に
入
る
と
、
最
初
の
駅
が

「長
倉
」

で
こ
こ
に

「馬
十
五
疋
」
、
古
く
は
佐
久
郡
で
あ
る
が
今
日
の
軽
井
沢
町
中
軽
井
沢
に
地
域
名
と
し
て
残
る
。
西

へ
向
か

っ
て
次
の
駅
が

「清
水
」
で

「馬
十
疋
」
、
こ
こ
で
道
路
は
南
か
ら
北
流
す
る
千
曲
川
と
出
く
わ
し
、
川
に
沿

っ
て
右
岸
を
下
る
と

「亘
理
」
に
至
り
、
東

山
道
は
こ
こ
で
地
名
の
と
お
り
、
千
曲
川
を
渡

っ
て
西
に
浦
野
、
錦
織

へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
今
仮
に
義
仲
が
幼
年
期
に
た
ど

つ
た
は
ず

の
東
か
ら
西

へ
の
コ
ー
ス
で
説
明
し
て
み
た
。
青
年
期
に
拠
点
を
木
曽
か
ら
再
び
根
井

・
小
室
を
頼

っ
て
佐
久

一
帯
に
移
し
、
父
親
の
勢

力
範
囲
で
あ

っ
た
上
野
国
に
越
え
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
逆
に
た
ど
り
も
し
た
古
代
の
道
路
で
あ
る
。
「清
水
駅
」
は
今
日
の
小
諸
市
に

位
置
し
、
上
記
の

『地
名
大
辞
典
』
は
、
古
代

「清
水
駅
」
の
所
在
を
、
小
諸
市
大
字

「諸
」
と
大
字

「丙
」
に
ま
た
が
る
字

「大
門
」

を
中
心
と
す
る
区
画
に
比
定
し
て
い
る
。
「諸
」
地
区
の

一
角
に
今
も

「弁
天
清
水
」
と
呼
ば
れ
る
清
水
が
湧
出
し
て
飲
料
可
能
で
、
こ

れ
よ
り
南
方

一
帯
を
現
地
で
は

「清
水
田
」
と
称
し
て
い
る
。
「清
水
の
冠
者
」
物
語
の
考
証
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
デ
ー
タ
か
ら
す
る

一
六



と
、
少
年
の
所
在
地
は
こ
の
東
山
道

「清
水
駅
」
近
辺
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
電

延
慶
本
で
は
二
回
に
わ
た

つ
て
当
年
十

一
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
義
基
の
生
年
は
承
安
三
年

（
一
一
七
一こ

と
な
り
、
義
仲
は
寿

永
二
年
は
三
十
歳
で
あ
る
か
ら
二
十
歳
の
年
の
出
来
事
に
当
た
り
、
彼
が
木
曽
の
中
原
兼
遠
の
元
を
離
れ
根
井

・
小
室
の
佐
久
郡
に
拠
点

を
移
し
た
の
も
こ
れ
よ
り
数
年
前
の
頃
か
と
い
う
事
に
な
る
。

延
慶
本
で
は
こ
の
章
で
義
基
は
、
前
後
二
回
に
わ
た

つ
て
登
場
し
て
い
る
。　
一
度
は
義
仲
が
派
遣
を
申
し
渡
す
場
面
、
再
度
は
鎌
倉
に

越
え
る
道
中
で
あ
る
。
平
家
物
語
の
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
少
年
文
学
の

一
情
景
で
あ
る
か
ら
、
全
文
を
引
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

生
年
十

一
才
ニ
ナ
ル
、
清
水
冠
者
義
基
ヲ
ヨ
ビ
ヨ
セ
テ
、
「人
ノ
子
ヲ
ワ
ギ
ミ
ホ
ド
マ
デ
ソ
ダ
テ
テ
、
他
人
ノ
子
ニ
ナ
ス
ベ
キ
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ネ
ド

モ
、
十
郎
蔵
人
ハ

『帰
ラ
ジ
』
卜
宣
フ
。
ワ
ギ
ミ
ヲ
ヤ
ラ
ズ
ハ
、
只
今
兵
衛
佐
卜
中
違
ヒ
ヌ
ベ
シ
。
ナ
ニ
カ
ハ
ク
ル
シ
カ
ル
ベ
キ
。
イ
ソ
ギ
佐
殿
ノ

方
へ
行
ケ
。
果
報
ナ
カ
ラ
ム
ニ
ハ
、　
一
所
二
有
リ
ト
テ
モ
叶
フ
マ
ジ
。
冥
加
ア
ラ
バ
、
所
々
二
有
リ
ト
モ
ソ
レ
ニ
モ
ヨ
ル
マ
ジ
。
ト
ク
ト
ク
出
デ
立

ツ
ベ
シ
」
卜
云
ヒ
ケ
レ
バ
、
清
水
冠
者
心
細
ク
ハ
思
ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
子
細
ヲ
云
フ
ベ
キ
事
ニ
ア
ラ
ネ
バ
、
母
ヤ
乳
母
に
イ
ト
マ
ヲ
乞
ヒ
テ
出
デ
立
チ

ケ

リ
。

「人
ノ
子
ヲ
ワ
ギ
ミ
ホ
ド
マ
デ
ソ
ダ
テ
テ
、
他
人
ノ
子

ニ
ナ
ス
ベ
キ
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ネ
ド
モ
」
―
―
義
仲
の
苦
哀
は
こ
こ
に
尽
き
る
。
か
つ

て
二
歳
に
し
て
母
親
に
抱
か
れ
て
信
濃
に
越
え
、
「他
人
ノ
子
」
と
な

っ
て
育

っ
た
義
仲
の
、
三
十
年
の
辛
酸
が
凝
縮
さ
れ
て
、
い
ま
そ

の
体
内
か
ら
絞
り
出
さ
れ
て
き
た
よ
う
な

一
句
で
あ
る
。
こ
う
し
た
義
仲
の
言
葉
伝
承
の
実
態
を
検
証
す
る
手
立
て
は
皆
無
で
あ
る
。
言

葉
伝
承
で
は
な
く
、
い
ず
れ
か
の
段
階
の
物
語
作
者
の
創
作
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
作
者
は
、
義

仲
の
苦
し
み
を
そ
の
よ
う
に
想
像
し
て
共
有
で
き
た
作
者
で
あ
る
。
反
対
に
何
ほ
ど
か
継
承
さ
れ
て
物
語
に
定
着
さ
れ
た
義
仲
の
言
葉
伝

承
で
あ

っ
た
な
ら
、
そ
の
ど
こ
か
に
、
実
在
の
義
仲
の
心
の
片
鱗
は
預
け
ら
れ
て
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
受
け
止
め
た
嫡
男
義
基
は
、
鎌
倉

に
あ

つ
て
く
る
日
も
く
る
日
も
、
少
年
の
こ
こ
ろ
で
、
か
つ
て
こ
の
よ
う
に
切
り
出
す
し
か
な
か

っ
た
父
親
の
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
と

木
曽
義
仲
受
難
の
選
択

一
七
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そ
の
心
情
を
思
い
、
そ
こ
に
包
み
込
む
よ
う
な
深
い
情
愛
を
感
受
し
た
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
鎌
倉
を
脱
出
し
、
武
蔵
国
入
間
川
の
ほ
と
り

に
惨
殺
さ
れ
る
、
そ
の
時
ま
で
、
お
そ
ら
く
は
彼
を
支
え
続
け
た
恩
愛
の
情
の

一
句
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

「他
人
ノ
子

ニ
ナ
ス
」
と
義
仲
が
決
め
つ
け
た
こ
の

「人
質
」
を
、
コ
ロ
妻
鏡
』
は
義
仲
没
後
三
ケ
月
日
の
元
暦
元
年
四
月
廿

一
日
条

で
、

去
ル
夜
ヨ
リ
殿
中
イ
サ
サ
カ
物
騒
、
コ
レ
志
水
冠
者
、
武
衛
ノ
御
婿
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
亡
父
ス
デ
ニ
勅
勘
ヲ
蒙
リ
テ
毅
セ
ラ
ル
ル
ノ
間
、
ソ
ノ
子

ト
シ
テ
ソ
ノ
意
趣
モ
ツ
ト
モ
度
リ
ガ
タ
キ
ニ
ヨ
ツ
テ
、
誅
セ
ラ
ル
ベ
キ
ノ
由
、
内
々
思
シ
メ
シ
タ
チ
、
コ
ノ
趣
ヲ
呪
懇
ノ
壮
士
等
二
仰
セ
含
メ
ラ

と
、
「頼
朝
の
婿
」
と
呼
ん
で
い
る
。
待
遇
は
大
姫
の
婿
で
あ

っ
た
こ
と
は
鎌
倉
方
に
は
周
知
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
義
仲
は
こ
の
嫡

男
を
最
初
か
ら

「他
人
ノ
子

ニ
ナ
ス
」
と
い
う
決
意
で
送
り
出
す
そ
の
心
境
は
、
「果
報
ナ
カ
ラ
ム
ニ
ハ
、　
一
所

二
有
リ
ト
テ
モ
叶
フ
マ

ジ
。
冥
加
ア
ラ
バ
、
所
々
二
有
リ
ト
モ
ソ
レ
ニ
モ
ヨ
ル
マ
ジ
」
と
い
う

「
呆
報
」
と

「
冥
加
」

へ
の
賭
け
で
あ

っ
た
。
物
語
は

『吾
妻

鏡
』
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
の
少
年
の
運
命
の
行
方
を
知
り
尽
く
し
て
、
こ
の

「果
報
」
と

「冥
加
」

へ
の
義
仲
の
賭
け
を
、
物
語

の
義
仲
の
言
葉
伝
承
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
「所
々
二
有
リ
ト
モ
」
の
表
現
に
は
、
義
仲
の
心
底
か
ら
わ
き
出
る
よ
う
な
離
別
の

悲
哀
が
滲
む
。

こ
の
厳
命
を
受
け
た
義
基
を
物
語
は
、
「清
水
冠
者
、
心
細
ク
ハ
思
ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
子
細
ヲ
云
フ
ベ
キ
事

ニ
ア
ラ
ネ
バ
」
と
、
「心
細
ク

ハ
」
と
率
直
な
心
情
を
記
し
、
同
時
に

「子
細
ヲ
云
フ
ベ
キ
事
に
ア
ラ
ネ
バ
」
と
、
そ
の
命
の
絶
対
を
感
受
す
る
少
年
と
し
て
造
型
し
て

い
る
。
「
母
ヤ
乳
母
ニ
イ
ト
マ
ヲ
乞
ヒ
テ
出
デ
立
チ
ケ
リ
」
は
、
や
が
て

『清
水
冠
者
物
語
』
に
成
長
す
る
こ
の
出
来
事
の
叙
述
様
式
を

型
と
し
て
匂
わ
せ
て
い
る
。

義
基
の
物
語
は
鎌
倉
に
連
行
さ
れ
る
三
人
の
少
年
た
ち
の
、
道
行
き
に
も
似
た
場
面
で
終
わ
る
。



清
水
ノ
冠
者
同
年
二
成
リ
ケ
ル
、
海
野
小
太
郎
重
氏
、
ウ
ブ
コ
ヤ
ノ
太
郎
行
氏
卜
云
ヒ
ケ
ル
ヲ
ゾ
付
ケ
タ
リ
ケ
ル
。
道
ス
ガ
ラ
泣
キ
ケ
レ
バ
、
「イ

カ
ニ
カ
ク
ハ
ワ
タ
ラ
セ
給
フ
ゾ
。
ヲ
サ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
弓
矢
ノ
家
二
生
マ
レ
ヌ
レ
バ
、
サ
ハ
候
ハ
ヌ
物
ヲ
。
イ
カ
ニ
カ
ク
ハ
ワ
タ
ラ
セ
給
フ
ゾ
」
ト

申
シ
ケ
レ
バ
、
義
基
カ
ク
ゾ
云
ヒ
ケ
ル
。

ワ
ガ
キ
ツ
ル
道
ノ
草
葉
ヤ
カ
レ
ヌ
ラ
ム
ア
マ
リ
コ
ガ
レ
テ
物
ヲ
思
ヘ
バ

ト
云
ヒ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
重
氏
、

オ
モ
フ
ニ
ハ
道
ノ
草
葉
モ
ヨ
モ
カ
レ
ジ
一俣
ノ
雨
ノ
ツ
ネ
ニ
ソ
ソ
ゲ
バ

延
慶
本
で
清
水
冠
者
に
同
行
し
た
の
は

「海
野
小
太
郎
重
氏
」
「産
小
屋
太
郎
行
氏
」
で
あ
る
。
コ
ロ
妻
鏡
』
で
は

コ
心
水
」
と
同
年
の

「海
野
小
太
郎
幸
氏
」

一
人
の
名
前
が
見
え
る
。
確
実
な
の
は
先
ず

「海
野
小
太
郎
幸
氏
」
と
す
れ
ば
、
延
慶
本
の
二
人
の
名
前
は
、
本

来
の

「海
野
小
太
郎
」
と

「幸
氏
」
の
二
つ
に
分
割
し
て
、
後
者
に
は

「行
氏
」
の
文
字
を
当
て
、
前
者
の

「重
氏
」
は
捏
造
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
延
慶
本
で

で
つ
ぶ
ご
や
」
は
孤
例
で
、
コ
ロ
妻
鏡
』
に
も
こ
の
姓
氏
は
見
え
な
い
。
乳
母
子
を
想
起
さ
せ
る
姓
氏
と
し

て

「産
小
屋
」
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

「海
野
」
は
義
仲
の
城
四
郎
と
の
合
戦
に
登
場
す
る
、
信
濃
勢
の

「海
野
矢
平
四
郎
」
の

一
族
で
、
や
が
て

「海
野

・
望
月

・
仁
科

・

村
山
」
（第
三
末
十
二

コ
心
雄
合
戦
事
し

と
並
べ
て
呼
ば
れ
も
す
る
木
曽
の
兵
で
あ
る
。
後
に
は

「海
野
ノ
平
四
郎
行
広
大
将
軍
」
（第
四
・

十
九

「水
嶋
津
合
戦
事
し

は
義
仲
の
山
陽
道
の
戦
に
参
戦
し
て
、
海
中
戦
で
命
を
落
と
し
て
い
る
。
時
代
が
少
し
下
が
る
が
、
北
陸
街
道

の

「海
野
宿
」
は
後
世
の

一
族
の
拠
点
で
、
か
つ
て
義
仲
が
横
田
河
原
合
戦
を
前
に
陣
を
敷
い
た

「白
鳥
河
原
」
も
そ
の

「海
野
宿
」
の

一
帯
の

「白
鳥
神
社
」
周
辺
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
小
諸
市
に
隣
接
す
る
東
部
町
に
位
置
す
る
。
先
に

「清
水
冠
者
」
の
出
生
地
を
こ

の
現
在
の
小
諸
市
に
在
る
古
代
の

「清
水
駅
」
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
が
、
同
年
の
同
行
者
に

「海
野
小
太
郎
」
が
選
ば
れ
た
の
は
、
恐

ら
く
は
二
人
の
少
年
は
こ
の
地
域
で
幼
年
期
か
ら
あ
た
か
も
乳
兄
弟
の
よ
う
に
育

っ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
義
基
は
海

木
曽
義
仲
受
難
の
選
択

一
九
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野
小
太
郎
の
前
で
泣
き
も
し
た
の
で
あ
る
。
道
す
が
ら
泣
く
義
基
に
、
小
太
郎
が

「
ヲ
サ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
弓
矢
ノ
家
二
生
マ
レ
ヌ
レ
バ
、

サ

ハ
候

ハ
ヌ
物
ヲ
。
イ
カ
ニ
カ
ク
ハ
ワ
タ
ラ
セ
給
フ
ゾ
」
と
咎
め
励
ま
す
姿
は
、
父
親

・
義
仲
と
そ
の
乳
兄
弟

・
今
井
兼
平
の

「栗
津
合

戦
」
の
姿
を
二
重
写
し
に
し
て
い
る
。
ョ
ロ妻
鏡
』
は
鎌
倉
在
住
中
の
彼
を
、

シ
カ
ウ
シ
テ
、
海
野
小
太
郎
幸
氏
ハ
志
水
卜
同
年
ナ
リ
。
日
夜
座
右
二
在
リ
テ
、
片
時
モ
立
チ
去
ル
コ
ト
ナ
シ
。

と
叙
し
て
い
る
が
、
使
命
を
呆
た
さ
ん
と
す
る
幸
氏
の
健
気
な
姿
を
端
的
に
写
し
取

っ
て
い
る
。

道
中
で
二
人
が
和
歌
を
交
わ
す
趣
向
は
、
既
に
室
町
物
語
の
風
情
を
帯
び
て
、
信
濃
育
ち
の
弓
矢
の
家
の
少
年
像
か
ら
遊
離
し
て
い
る

が
、
十

一
歳
の
二
人
の
少
年
の
心
情
は
よ
く
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
も

『吾
妻
鏡
』
の
叙
述
に
基
づ
く
が
、
義
基
の
身
に
危
険
が
迫

っ
て
、

大
姫

の
女
房
た
ち
の
来
配
で
女
装
し
鎌
倉
を
脱
出
し
た
義
基
に
代
わ

っ
て
、
日
ご
ろ
の
義
基
の

「帳
台
」
に
入

っ
て
身
代
わ
り
を
演
じ
、

日
関
ク
ル
ノ
後
、
志
水
ノ
常
ノ
居
所
二
出
テ
、
日
来
ノ
形
勢
ヲ
改
メ
ズ
、　
一
人
双
六
ヲ
打
ツ
。
志
水
双
六
ノ
勝
負
ヲ
好
ミ
テ
朝
暮
ニ
コ
レ
ヲ
翫
ブ
。

幸
氏
必
ズ
ソ
ノ
相
手
タ
リ
。

と
あ
る
小
太
郎
の
行
動
と
共
通
で
、
同
年
な
が
ら
兄
の
如
く
に
庇
護
す
る
小
太
郎
像
は
両
者
に

一
貫
し
て
い
る
。
「道
ノ
草
葉
」
と

「涙

ノ
雨
」
は
、
さ
な
が
ら
に
二
人
の
末
路
を
手
繰
り
寄
せ
る

「道
行
き
」
の
歌
に
似
て
い
る
。
兼
平
が
こ
こ
は

一
戦
交
え
て

「御
冥
加
ノ
程

ヲ
モ
御
覧
ゼ
ヨ
カ
シ
」
と
提
案
し
、
義
仲
は
こ
れ
を
退
け
て
、
敢
え
て

「冥
加
ア
ラ
バ
、
所
々
二
有
リ
ト
モ
」
と
応
じ
て
実
子
を
鎌
倉
に

放

っ
た
、
そ
の
行
方
を
暗
示
す
る
か
の
如
き

「涙
の
雨
」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
の
平
家
物
語
も
こ
れ
以
上
は

「清
水
冠
者
」
の
た

ど

っ
た
運
命
を
追
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
頼
朝
に
追
わ
れ
た
義
経
の
末
路
を
平
家
物
語
が
語
ら
な
か

っ
た
と
同
様
に
、
延
慶
本
と
い
う
頼

朝

の
果
報
め
で
た
き
物
語
に
は
差
し
支
え
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

延
慶
本
は
最
後
に

一
つ
の
後
日
諄
を
加
え
る
。
そ
こ
で
義
仲
は
、
頼
朝
と
の
衝
突
を
回
避
し
た
自
ら
の
選
択
の
真
の
原
因
を
明
か
し
て

い
る
。
頼
朝
は
清
水
冠
者
を
引
き
連
れ
て
鎌
倉
に
去
り
、
義
仲
は
信
濃
に
戻
る
。
義
仲
は
こ
こ
で
、
配
下
の

「キ
リ
者
三
十
人
」
の
妻
女



を
呼
び
集
め
て
、
「各
々
ガ
夫
共
ノ
命
ヲ
、
清
水
冠
者

一
人
ガ
命
に
カ
ヘ
ツ
ル
ハ
、
イ
カ
ニ
」
と
問
い
か
け
る
。
妻
共
は
手
を
合
わ
せ
て

喜
ん
で
、
「
ア
ラ
カ
タ
ジ
ケ
ナ
ヤ
。
カ
ヤ
ウ
ニ
オ
ワ
シ
マ
ス
主
ヲ
、
京

・
筑
紫
ノ
方
ヨ
リ
モ
見
捨
テ
奉
リ
テ
、
妻
ヲ
見
ム
、
子
ヲ
見
ム
ト

テ
帰
リ
タ
ラ
ム
夫

二
名
外
合

ハ
セ
バ
、
モ
ル
日
月
ノ
下
ニ
ス
マ
ジ
。
社
々
ノ
前
ワ
タ
ラ
ジ
」
と
口
々
に
言
い
、
「起
請
」
を
書
く
。
「夫
共

モ
是
ヲ
聞
キ
テ
ハ
、
面
々
二
手
合

ハ
セ
テ
悦
ビ
ケ
リ
」
と
語

っ
て
話
を
閉
じ
て
い
る
。

義
仲
が
妻
た
ち
に
し
た
こ
の
報
告
を
恩
着
せ
が
ま
し
い
と
解
す
る
読
み
も
あ
ろ
う
。
が
、
作
者
が
物
語
の
結
び
に
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を

置
く
意
図
は
、
兼
平
の
主
張
し
た
頼
朝
と
の
対
決
説
を
退
け
、
根
井

・
小
室
の
人
質
派
遣
説
を
採
択
し
た
義
仲
の
真
意
が
、
戦
に
よ
つ
て

失
わ
れ
る
人
的
犠
牲
の
大
き
さ
の
忌
避
に
あ

つ
た
と
解
き
明
か
す
こ
と
に
あ
る
。
根
井

・
小
室
と
い
う

「今
参
り
」
の
提
案
の
背
後
の
真

意
を
義
仲
は
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
戦
の
場
で
失
わ
れ
る
男
た
ち
の
命
と
、
背
後
に
あ

つ
て
そ
の
無
事
を
切
望
す

る
妻
子
の
真
の
願
い
を
直
覚
し
た
の
で
あ
る
。
人
質
派
遣
案
の
そ
れ
は
言
葉
に
さ
れ
な
か
っ
た
真
情
の
理
解
に
等
し
い
。
逆
に
言
え
ば
作

者
は
、
義
仲
の
姿
勢
を
、
戦
に
よ

つ
て
信
濃
在
地
の
人
々
の
生
命
の
失
わ
れ
る
こ
と
を
忌
避
す
る
た
め
に
こ
そ
、
「嫡
子
」
を
犠
牲
に
供

す
る
こ
と
を
厭
わ
な
か

っ
た
と
語
り
た
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「清
水
冠
者
事
件
」
を
語
っ
て
、
在
地
の
人
々
に
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
支
援
さ
れ
た
義
仲
像
の
あ

っ
た
こ
と
を
、
物
語
を
閉
じ
る
に
当
た

っ
て
も
う

一
度
確
認
し
て
お
き
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。
「妻
ヲ
見

ム
、
子
ヲ
見
ム
ト
テ
帰
リ
タ
ラ
ム
夫

二
名
然
合

ハ
セ
バ
、
モ
ル
日
月
ノ
下
ニ
ス
マ
ジ
型

「社
々
ノ
前
ワ
タ
ラ
ぃこ

―
―
妻
女
た
ち
の
こ
の

純
朴
な
誓
言
か
ら
浮
か
び
上
が
る
義
仲
伝
承
は
、
用
語
面
か
ら
見
て
も
伝
承
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
在
地
性
を
写
し
て
物
語
作
者
に

筆
録
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
モ
ル
日
月
ノ
下
ニ
ス
マ
ジ
」
「社
々
ノ
前
ワ
タ
ラ
ジ
」
と
い
う
妻
た
ち
の
決
意
表
明
は
、
信
濃

一
国

に
お
け
る
義
仲
敬
慕
の
実
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
妻
た
ち
の
生
の
言
動
の
採
取
に
よ

っ
て
、
そ
の
思
い
を
発
信
し
た

現
地
の
人
々
の
生
活
の
位
相
を
も
合
わ
せ
伝
え
る
こ
と
に
な
る
、
義
仲
に
ま

つ
わ
る
素
顔
の
言
葉
伝
承
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

木
曽
義
仲
受
難
の
選
択
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註
田
　
佐
々
木
紀

一
氏

「
『平
家
物
語
』
「頼
朝
義
仲
不
和
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
（山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
第
２５

号
所
収
、　
一
九
九
八
年
三
月
）

閉

『保
暦
間
記
』
で
は

「兵
衛
佐
頼
朝
卜
木
曽
冠
者
義
仲
卜
仲
悪
キ
事
有
リ
テ
既
二
木
曽
追
討
ノ
タ
メ
ニ
信
濃

へ
下
向
ス
」
と
あ
る
。
「仲
悪
キ

事
」
モ

「不
快
」
と
同
類
の
表
現
で
あ
る
。

０
　
角
川
古
語
大
辞
典
の

「不
和
」
の
項
は
、
謡
曲

「安
宅
」
の
例
を
引
く
が
、
延
慶
本
の
用
例
が
引
か
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

田
　
流
布
本
系
の
古
活
字
本
で
は

「木
曽
冠
者
義
仲
、
兵
衛
佐
頼
朝
、
不
快
の
事
あ
り
と
聞
え
け
り
」
と
不
快
の
仕
掛
け
人
を
義
仲
の
先
行
に
移
し

て
し
ま
う
。
史
料
で
こ
の
か
た
ち
は

『
一
代
要
記
』
が

「木
曽
、
頼
朝
卜
不
和
、
頼
朝
、
木
曽
義
仲
ヲ
討
タ
ム
ト
欲
ス
」
と
あ
る
。

□
　
内
閣
文
庫
蔵
本

（影
印
版
に
よ
る
）
で
は

「名
付
て
、
東
国
へ
あ
る
べ
か
り
け
る
に
、
大
庭
三
郎
が
さ
た
と
」
と
あ

っ
て
、
「下
」
の

一
字
を

欠
く
。
「下
」
は

「く
だ
り
」
と
読
ま
せ
る
、
こ
の
場
合
は
名
詞
で
、
延
慶
本
に
も

「
ク
ダ
リ
」
「御
ク
ダ
リ
」
は
多
数
用
例
が
あ
り
、
こ
こ
は

あ
る
方
が
よ
く
、
国
書
刊
行
会
本
が
本
来
の
姿
で
あ
ろ
う
。

０
　
佐
々
木
氏
は
前
掲
論
文
で
、
武
田
氏
の
系
譜
考
証
に
よ
っ
て
、
コ
三
代
暦
』
の

「武
田
」
に

「武
田
五
郎
信
光
」
を
宛
て
た
と
こ
ろ
か
ら
問
題

が
発
生
し
た
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。

ｍ
　
『
一
代
要
記
』
『保
暦
間
記
』
は
い
ず
れ
も

「武
田
読
言
」
「武
田
五
郎
信
光
ノ
読
言
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。

閣
　
梶
原
正
昭
氏

「軍
僧
と
い
く
さ
物
語
―
―
太
夫
房
覚
明
の
生
涯
」
（初
出
、
日
本
文
学
鑑
賞
講
座

『平
家
物
語
』

一
九
八
二
年

ｏ
尚
学
図
書
、

『軍
記
文
学
の
位
相
』
再
録
、　
一
九
九
八
年

・
汲
古
書
院
、
な
お
氏
に
は
、
こ
れ
に
先
行
し
て

「大
夫
房
覚
明
―
―
そ
の
生
涯
と
文
学
」
、
古
典

遺
産
四
、
が
あ
る
）

Ｄ
　
水
原

一
氏

「義
仲
説
話
の
形
成
」
翁
平
家
物
語
に
於
け
る
義
仲
説
話
の
形
成
」
文
学
語
学

一
八
号

。
一
九
六
〇
年
、
『平
家
物
語
の
形
成
』
再

録
、　
一
九
七

一
年

。
加
藤
中
道
館
）

⑩
　
武
久
堅

「平
家
物
語

「横
田
河
原
合
戦
」
の
木
曽
義
仲
造
型
―
―

「武
水
別
神
社

・
八
幡
宮
大
本
堂
」
か
ら
の
発
進
―
―
」
（日
本
文
藝
研
究
五

十
四
巻
四
号

・
二
〇
〇
三
年
三
月
）

回
　
武
久
堅

「平
家
物
語

ｏ
木
曽
義
仲
と
乳
兄
弟
の
物
語
を
紡
ぐ
原
点
―
―
母
親
の

「託
孤
」
と
兼
遠

一
族
の

「野
望
」
―
―
」
亀
軍
記
物
語
の
窓
』

第
二
集
、
和
泉
書
院
刊
、
二
〇
〇
二
年

一
二
月
）

υ
　
福
田
豊
彦
氏

「初
期
軍
記
物
の
庶
民
像
―
―
丈
部
小
春
丸

・
押
松
丸

。
新
三
郎
清
経
―
―
」
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
三
七
、
第
四
三
巻
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付
録
、　
一
九
九
二
年
七
月
）

延
慶
本
で

「今
参
り
」
の
語
例
は
他
に
一
ケ
所
、
同
じ
く
木
曽
義
仲
関
係
で
、
鎌
倉
勢
の
入
洛
を
目
前
に
義
仲
が
松
殿
の
姫
君
と
の
別
れ
を
惜

し
む
場
面
に
、
「木
曽
ガ
仕
ヒ
ケ
ル
今
参
り
、
越
後
ノ
中
太
家
光
ガ
申
シ
ケ
ル
ハ
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
「義
仲
伝

承
」
に
特
有
の
語
例
と
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
越
後
勢
が
義
仲
に
加
わ
る
の
は
横
田
河
原
合
戦
以
降
と
考
え
ら
れ
、
よ
つ
て
義
仲

集
団
は
、
木
曽
の
中
原

一
族
を
核
と
す
る
乳
母
子
集
団
を
第

一
に
、
第
二
に
小
諸
の
根
井

・
小
室
集
団
が
あ
り
、
同
じ

「今
参
り
」
扱
い
で
は

あ
る
が
そ
の
外
周
に
第
三
軍
勢
と
し
て
越
後
勢
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

他
に
信
濃
国
に
は

『延
喜
式
』
巻
十

「神
祗

・
神
名
」
の

「更
級
郡
十

一
座
」
に

「清
水
神
社
」
も
見
え
る
が
、
こ
れ
を
祀
っ
た
と
考
え
ら
れ

る

「清
水
郷
」
は
今
日
の
長
野
市
に
位
置
す
る
の
で
、
地
域
的
に
見
て

「小
諸
」
に
位
置
す
る

「清
水
駅
」
よ
り
蓋
然
性
は
低
い
。

ち
な
み
に

「名
外
合
ハ
セ
バ
」
と
い
う
表
現
は
延
慶
本
に
孤
例
で
あ
る
。
「名
外
」
は
仏
教
用
語
と
す
れ
ば

「名
と
本
体
」
の
合
致
を
意
味
す

る
。
表
記
は
異
な
る
が

「妙
外
」
な
ら
世
阿
弥
の

『花
鏡
』
に
説
く

「か
た
ち
な
き
所
、
妙
外
也
」
に
通
じ
、
こ
こ
で
は
形
を
超
越
し
た
根
源

の
本
性
を
合
致
さ
せ
る
意
、
つ
ま
り

「帰
国
し
た
夫
と
心
を
相
通
じ
さ
せ
る
喜
び
」
の
表
現
と
な
る
か
。

（た
け
ひ
さ
　
つ
よ
し

・
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

木
曽
義
仲
受
難
の
選
択

一
一三




